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と納得のいくまで話をしてみて下さい。

　この４月から当院に内科と外科と歯科口腔外科

の常勤医が入職し、診療体制がさらに充実しまし

た。「田舎だから（できない）」、「医者がいないか

ら（できない）」、「もう歳だから（やらない）」と

いった言い訳や諦めの医療ではなく、患者さんが

高齢であっても必要な医療は提供し結果を出して

行く、そんな病気に対して前向きで積極的な姿勢

で今後とも診療を展開していきます。

　さて写真は昨年５月、田んぼの代掻きの頃の庄

内の一風景です。

　庄内余目病院を背景に、皐月の風を受けて颯爽

と走る羽越本線の鈍行列車です。撮影場所は病院

のすぐそばです。普段見慣れた庄内の風景でも、ま

だまだ気付かない景色があるのですねえ。ホン

ト、庄内は奥が深い。

　んだんだ！

「手遅れ医者」という落語小咄があります。何

でも患者さんを診たら家族を別室に呼んで「も

う、手遅れだ。でもできるだけ治療してみよう。」

と言って薬を処方する医者がいる。効果がなけれ

ば「手遅れだったから」と言い訳がきき、万が

一助かれば「手遅れの患者を治した」と名医になれ

る、という内容です。この小咄の落ちは、２階から

落ちた怪我人を診て「もう手遅れだ」に対して、「落

ちてすぐに連れてきたんですがねえ…」との家族

に「いや、手遅れだ。落ちる前に連れて来なきゃ。」

　最近、医療の現場で「もう歳だから」という会

話をよく耳にします。診断のための検査を勧めて

も、診断をつけて治療を勧めても、患者さん本人、そ

して家族が「もう歳だから」という理由で辞退し

てしまうのです。

　それを聞いた医療スタッフの心中は複雑です。

高齢になればなるほど、同じ「歳だから」でも個

人差が大きくなります。102歳で大腿骨骨折の手

術を克服して歩行器を使用して歩いて退院する患

者さんもいれば、75歳で肺炎で亡くなる方もいる

のです。

　「もう手遅れだ」ではありませんが、何でも「も

う歳だから」は、検査や治療をしない理由にはな

らないような気がします。病気の説明を受ける時

は、「歳だから」患者にはならずに、医療スタッフ
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院長  寺田　康

HELLO! DOCTOR

ご挨拶  
　2018年4月より、庄内余目病院外科に赴任しました。

山形での生活は８年目となりますが庄内に住むのは初

めてです。今まで以上に地域医療、特に庄内地方の医療

に貢献できるように頑張ります。

外科部長

　　　張　一光
ちょう かず　みつ

【出　　身】　東京都
【専門分野】 消化器全般。特に体
 　　 への負担の少ない腹
 　　 腔鏡下手術。
【趣味・特技】　スキー

ハロー・ドクター
4月より、新しく庄内余目病院の一員となった

常勤医師をご紹介します。

ご挨拶  
　皆さん、こんにちは。4年ぶりに庄内の地へ戻って参りま

した。離れている間は、神奈川県にある東芝林間病院、鶴

見大学歯学部附属病院で臨床ならびに学生教育を行いつ

つ、研鑽しておりました。また、皆さんの健康(口)増進の一

助になれればと思います。よろしくお願いいたします。

歯科口腔外科部長

　　　荒　博範
あら ひろ　のり

【出　　身】　神奈川県
【専門分野】 口腔外科全般、デンタル
　　　　　　　  インプラント治療
【趣味・特技】 ドライブ、映画
 　　　音楽鑑賞

【出身大学】　鶴見大学歯学部 （1998年3月卒業）

【出身大学】 日本医科大学医学部 （2000年3月卒業） ご挨拶  
　庄内余目病院には、初期研修医の地域医療研修の際に

お世話になりました。初期研修後は外科医として急性期医

療に携わっていましたが、以前より思い入れの強かった地

域医療に貢献したく、総合診療医として赴任しました。主に

内科病棟での勤務となりますが、外科医としての経験を活

かしつつ、皆さんのお役に立てればと思います。

内科医長

　　　瀬角　裕一
せ　 すみ ゆう　いち

【出　　身】　大阪府
【趣味・特技】　旅行（国内外問わず）
【出身大学】　三重大学医学部
          （2011年3月卒業）

こう

ご挨拶  
　2018年４月より、庄内余目病院歯科口腔外科に勤務す

ることとなりました安川です。昨年度当院で取り組めなかっ

たことも積極的に行っていきたいと思います。去年よりも今

年、昨日よりも今日と、成長していけるように精進いたしま

すので、よろしくお願いします。

歯科口腔外科 医師

　　　安川　仁章
やす　かわ まさ　あき

【出　　身】　神奈川県
【専門分野】 口腔領域の悪性腫瘍

　　　（口腔がん）治療
【趣味・特技】 アメリカンフットボール

　　　キックボクシング等
【出身大学】　鶴見大学歯学部 （2009年3月卒業）

けん さん
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匹田 波佳３階東病棟 看護師

「多忙な毎日でも笑顔を忘れず、元気

に働いていきたいです。新たな看護

師人生のスタートとして、頑張りた

いと思います」

【趣味・特技】サッカー観戦

ひき　た なみ　か

NEW FACE
ニュー・フェイス

4月１日から庄内余目病院の新しい顔として
活躍している新入職員をご紹介します。
今回は“わたしの好きな言葉”について聞いてみました。

髙橋 麻帆４階東病棟 看護師

「学生の頃、この言葉を掲げて実習に

臨みました。これからの人生で嫌な

事や辛い事があっても、そんな風に

思えたら気持ちが楽になります」

【趣味・特技】バスケットボール

たか  はし ま 　ほ

小林 みはる４階西病棟 看護師

「やらずに後悔するより、なんでも挑

戦していきたいです。自分の可能性

をたくさん広げていきたいと思って

います」

【趣味・特技】水耕栽培

こば やし 

齋藤 ちな乃５階東病棟 看護師

「日々の努力、苦労の積み重ねが今後

大きな成果につながります。患者さ

んとの時間を大切にして、信頼され

る看護師になりたいです」

【趣味・特技】スノーボード、音楽鑑賞

さい とう の

今野 羅文臨床工学技士

「後々に後悔することなく、良く考え

てから行動することを心掛けていき

たいです。患者さんに頼られる技士

になれるよう頑張ります」

【趣味・特技】カラオケ

こん   の ら   もん

佐藤 広和臨床工学技士
さ   とう ひろ かず

「“努力は必ず報われる” 努力するほど

自分の限界を高めていけるので、続

けていく事でいかなる高みにも挑ん

でいけると思っています」

【趣味・特技】スノーボード

池田 浩旦理学療法士

「“More active more progressive”

常に学び続けていく必要のある職種

として、いつも活動的でいつも進み

続けられる人になりたいです」

【趣味・特技】ゴルフ、スノーボード

いけ　だ ひろ あき

池田 匠理学療法士
いけ　だ たくみ

菅原 明莉言語聴覚士
すが  わら あか り

小林 綾奈歯科衛生士
こば やし あや　な

北原 里江子作業療法士
きた  はら り　え　こ

「苦手なことを先輩方から教えて頂き

ながら、自信に変えて、患者さんに

安心して頂けるリハビリテーション

を提供していきたいです」

【趣味・特技】釣り

「自分が笑顔でいることで周りを明る

くし、たくさんの人が笑顔でいるこ

とで自分も笑顔になり、楽しく生活

できると思っています」

【趣味・特技】バレーボール、裁縫

「“やるときはやる” 私の中のやる気

スイッチを押してくれる言葉です。

社会人一年目で右も左も分からずで

すが、精一杯頑張ります !!」

【趣味・特技】旅行、食べ歩き

「辛い時や嫌な事があった時も、変わ

らない笑顔でいられる強い人でいた

いです。１日でも早く仕事を覚えて

いきたいです」

【趣味・特技】剣道

長南 絵里奈
事務員

（医師事務作業補助者）

ちょうなん え　り　な

「やらなければならない事を後回しに

すると、結果的に時間の浪費を招い

てしまうので、何事も早め早めを心

掛けていきたいです」

【趣味・特技】家庭菜園

３日間の新人オリエンテーションが
無事終わり、現場での業務がスタートしました。
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Series

今までの治療法について　
従来のアトピー性皮膚炎の治療は、初めに強め

のステロイド外用薬を塗り、痒みが治まってきた

ら弱いステロイドに変更、痒みがなくなったら保

湿剤で予防、再び痒みが出てきたらまたステロイ

ドを塗る、という方法（リアクティブ療法）でした。

しかし、この方法ではステロイドを減らすと症状

がぶり返すことも多く、ステロイドを塗り続ける

ことなく痒くない状態を保つのはそう簡単ではあ

りませんでした。次第に色素沈着も目立つように

なり、治療を諦めている方もいるかもしれません。

　繰り返すかゆみに悩まされるアトピー性皮膚炎。今回は、その「見えない
炎症」を抑える新治療 “プロアクティブ療法” についてご紹介します。

アトピー性皮膚炎の新しい治療法
-プロトピック®を用いたプロアクティブ療法-

≪皮膚科≫　

▼プロアクティブ療法とリアクティブ療法の違い ▼プロトピック®を使う際の手順

ドクターズ
リレー

Vol. 40

痒みを繰り返しやすいわけ
アトピー性皮膚炎の赤みや痒みというのは皮膚の

炎症から来る症状ですが、薬を塗って表面の症状が

治っても皮膚の深部にはまだ炎症の素が残ってお

り、再燃しやすい状態になっていることがわかってき

ました。赤みや痒みが消えてもまだ本当に治っては

いなかったのです。途中で治療をやめてしまうので

すぐにまた症状がぶり返していたわけです。

プロアクティブ療法とは
　そこで、痒みがなくなっても暫くは炎症を抑える

薬を塗り続けたり、痒みがぶり返す前に先手を打っ

て薬を塗っておく、という新しい治療法が「プロア

クティブ療法」です。このほうが再発を防ぎやすい

だけでなく、結果的にステロイド外用薬の総使用量

を減らせることがわかりました。

プロトピック®軟膏について
　一方、約20年前に日本で開発されたプロトピック®

という薬はアトピー性皮膚炎の再発を防ぐ効果がとて

も高く、特に顔と首に効きやすいので大変期待された

薬でしたが、使用初期に起きるほてり感や刺激感が妨

げになって、思ったほど普及していないのが現状です。

当院での治療法
　そこで当院皮膚科の本田医師（日本医科大学名誉教

授）が治療法を工夫しました。まずステロイド軟膏の

中でも最も効果の高いものを１～２週間塗り続けま

す。これだけでほとんど赤みや痒みは消えますが、こ

の時点で炎症はまだ完全にはコントロールされていま

せんので、ここからプロトピック®を併用し始めます。

こうすることで問題の刺激感が大幅に緩和されまし

た。次にステロイドの方だけ減量していき、間もなく

塗布を終了します。強いステロイドですが、短期間の

使用で済んでしまうため、副作用の問題はほぼありま

せん。

　以後はほとんど無症状ですが、再発を防ぐためのプ

ロトピック®だけは塗り続けます。もう刺激感もあり

ませんし、この薬は健康な皮膚からは吸収されない特

性があるので安心です。保湿剤は併用しても構いませ

ん。それからプロトピック®もゆっくりと減量してい

きます。プロトピック®を週に１～２回塗っているだ

けで全く再発が見られない例もあります。からだや四

肢にも十分効果がありますので、効きやすい顔・首辺

りから始めて、徐々に塗る範囲を拡げていくようにし

ます。

　もちろん保険適応ですからお財布にも優しい治療で

す。プロトピック®が上手に使えるようになるまでの

最初の１ヶ月くらいは毎週通院して、指導を受けなが

ら治療を進めると良いでしょう。当院では毎週１回（火

曜又は水曜）皮膚科の診療を行っております。

文献　1)小栗　剛,本田光芳:皮膚科診療プラクティス12.スペシャリストとしての外用薬の使い方,文光堂,東京,48-60,2002
　　　2)新谷真理子,本田光芳:皮膚科診療.こんなときどうするＱ＆Ａ,渡辺晋一編,中外医学社,東京,6-7,2008

庄内余目病院
皮膚科（非常勤）

お　ぐり つよし

小栗　剛

【資格】日本アレルギー学会認定専門医

皮膚の中

炎症を起こす細胞
が集まってきている

もう帰っても
いいかな

また
暴れるぞ～



あまるめ～る２０１８.５月号 98 あまるめ～る２０１８.５月号

食べる機能の仕組み
　人は食べ物を見たり、臭いを感じると無意識に

口をあける大きさや唇の動きを調整します。食べ

物を口に入れると歯と舌で噛み、唾液を交じり合

わせて塊にして飲み込む準備をします。食べ物を

喉に送った時に、食物が気管や鼻に入らないよう

に閉じる動きが起こり、一瞬で喉から食道に食べ

物が送り込まれます。この飲みこむ機能を “嚥下”

と言い、正常では１秒以内に喉から食道に入りま

す。逆に食物や唾液等が誤って気管内に入ること

は “誤嚥” と呼ばれ、誤嚥性肺炎や窒息の原因に

もなっています。

“むせ” は、誤嚥によって食べ物が気管に入り込

んだ時に反射的に排出しようとする大切な防御反

応です。むせた際にはしっかりと咳をして食べ物

を気管から排出するようにしましょう。慌てて水

を飲むことは逆効果です。

嚥下障害の原因
　食べ物を上手に飲みこめなくなると“嚥下障害”

が疑われますが、その原因には加齢による飲みこ

み機能の低下のほか、口、喉、食道の炎症や腫瘍、脳

卒中、神経筋疾患、加齢、うつ病、拒食、薬剤の

副作用、義歯の不適合などがあげられます。

誤嚥性肺炎との関係
　厚生労働省の平成27年度の統計によると、日

本人の死因の３位が肺炎となっています。肺炎の

９割以上が65歳以上の高齢者であり、そのうち

３～５割が誤嚥性肺炎で亡くなっていると言われ

ています。一度、誤嚥を発症すると嚥下機能、栄

養状態ともに悪化し、再度肺炎を繰り返す悪循環

に陥りやすくなります。誤嚥の予防、誤嚥しても

肺炎を起こさない為の対応、誤嚥性肺炎の早期発

見・早期治療・再発予防が重要となります。

安全に食べるために

1. 食事の姿勢の工夫

①座って食べる（前傾座位）

　体をやや前傾させ、やや下を向いた姿勢（ラー

メンを食べるような姿勢）

②横になって食べる

　食べ物を喉の奥に送り込めない方や嚥下反射が

遅れる方、喉に食べ物が残ってしまいやすい方等

に適応します。

・ベッドを 30度に起こして仰向けに寝た姿勢

・ベッドを０度から10度位に上げて真横を向い

　て横になった姿勢（側臥位）

2. 食形態の調整

①食べやすい食品を選ぶようにする

②水分にはとろみをつける

一見飲みやすいと思われがちな水などの液体

は、さらりと喉を流れ落ちるので、飲み込む準備

が遅れると気管に入りやすくなります。誤嚥防止の

ために増粘剤でとろみをつけるようにしましょう。

機能維持のために
　軽度の体操や口の運動、歌を歌う事等が有効で

す。食後の口腔ケアも重要です。

　嚥下障害の状態はそれぞれ異なり、その方に

あった対処が必要になります。

終わりに…
　嚥下障害のある方が安全に食べるためには、レ

ントゲンや内視鏡を使って飲み込みの状態を検査

し、治療を行うことが有効です。当院では嚥下診

療で飲み込み機能の検査ができますので、気にな

る方はお問い合わせください。

▼誤嚥性肺炎の原因

▼誤嚥性肺炎予防の3つのポイント

①食べ物や飲食物な
　どを誤嚥する

②誤嚥したもの
　が肺に入る

③炎症を起こす

飲みこむ力
を保つ

お口の清潔
を保つ

病気に対する
抵抗力を
高める

〇食べやすいもの
適度に柔らかいもの、まとまりやすいもの、ベ

タつかないもの、適度に水分を含むもの
例） 全粥、煮魚、野菜の煮物、茶碗蒸し、プリン、ゼ
リー、ヨーグルト、バナナ、乳幼児用せんべい等

×食べにくいもの
水分を多く含むもの、パサつくもの、うまく

噛めないもの、喉に貼りつきやすいもの、粒と
して残りやすいもの、繊維の強いもの、酸味の
強いもの
例） 五分粥、お茶づけ、ゆで卵、焼き魚、ふかした芋
類、かまぼこ、コンニャク、キノコ類、餅、焼き海
苔、ワカメ、ゴボウ、フキ、酢の物、柑橘類等

【嚥下診療に関するお問い合わせ先】TEL：0234-43-3434（代表） 担当：リハビリテーションセンター 言語聴覚士 阿部

リハビリテーションセンター
言語聴覚士

阿部  祐子
あ　  べ ゆう　こ

えん げ

ご　えん

そく  が    い

ぜん けい  ざ    い

医療講座
むせずに、楽しく食べられるためにむせずに、楽しく食べられるために

―誤嚥のリスクとその予防―

のど

ご　　えん

おちい
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４階東病棟４

　看護師

４階

看 土岐 永理奈
階東病棟

看護師 土
ど 　 き

奈
棟

永理永土岐 
ど 　 き え 　 り 　 な

密着!ナースの1日
（４階東病棟：回復期リハビリテーション病棟）

　今日は日勤責任者で、朝は申し送りからスタート。夜勤看護師

より、患者さんの状態や様子を聞き取り、情報を共有します。

8：30　朝の申し送り

4階東病棟での役割は？
　病棟看護師は、患者さんの在宅復
帰に向かって、多職種スタッフと連
携しながらサポートしていく一員
です。患者さんの出来ることが増え
ていく過程を見ることができ、日々
やりがいを感じます。

　実際、看護師はどんな仕事をしているの？そんな疑問
に答える密着取材のコーナーです。今回は回復期リハビ
リテーション病棟の看護師の仕事を追ってみました。

　デイルームにて、一人で食事が困難な方の食事介助をします。

食事後はトイレ誘導やおむつ交換を行います。

12：30　食事介助とトイレ誘導

　この日の担当スタッフが集まり、患者さんのより具体的な治療

方針やリハビリ支援の確認、話し合いをします。

16：00　リハビリカンファレンス（毎日）

15：00　おやつ介助・水分補給

23：00　勤務終了

　受け持ちの患者さんのもとを回

り、入浴されない方の清拭をしま

す。検温や点滴交換等も行い、患

者さん一人ひとりの体調を確認し

ます。

8：45　清拭・病棟ラウンド（見回り）

　入院中の生活範囲の拡大や自立

を図るため、患者さんになるべく

ベッドから起きてもらい、離床機

会を作ります。必要な方にはトイ

レ誘導やおやつ介助をします。

10：00　おやつ介助・トイレ誘導

お昼は交代で休憩に入ります。

11：30　昼食 17：00　勤務終了

医師・看護師・リハビリ療法

士・MSW※2 とカンファレンスを

実施。多職種チームで患者さんの

病状、リハビリや退院準備の進捗

状況を確認し、情報共有します。

13：30 週間カンファレンス※1（週1回）Nursing
for you

Nursing
for you

－あなたに伝えたい
　　　　看護の心―

No.83

※1カンファレンス…患者さんの情報共有、治療方針を検討する会議
※2 MSW…医療ソーシャルワーカー

看護師採用試験のご案内

看護学生の授業料を支援！

奨学金制度のご案内

◆対象者
・看護大学または看護専門
学校に在学する学生

・2019年４月看護大学、
看護専門学校入学決定者

◆貸与金額・期間
　月５万円
　（学校の修学期間）

◆貸与条件
卒業後当院で勤務を希望
する方。貸与年数と同期間
勤務した場合には返済免除。

℡：0234-43-6248（直通）
総務課／佐々木

問い合わせ先

◆採用試験日
　平成30年 5月12日（土）
　　　 8月11日（土・祝）
　　　 10月13日（土）
　いずれも 10：00～
※上記日程でご都合があわない方
はご連絡下さい。

◆選考方法　面接、作文　
◆会場 庄内余目病院2階会議室

◆応募資格
　看護師資格を有する方、平成
31年3月に看護師養成機関を
卒業予定で看護師資格取得
　見込みの方

　受け持ち患者さんのもとを訪

れ、体調に変化がないか、会話を

通じてチェック。ラウンドで得た

情報をカルテへ記録します。

14：00　病棟ラウンド・カルテ記録

　夜勤看護師にその日の入院患者

さんの状況や医師の指示変更等の

引き継ぎ事項を報告します。

16：30　申し送り
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Amarumail Message 

　今回は患者さんのミサンガ作りを紹介します。左手が思うように動かないと

のことでリハビリをされています。いつも面会に来てくださる家族の方へ、感謝

の気持ちを込めたものを渡したいと作成されました。ミサンガには、“紐が自然

に切れたら願いごとが叶う”という意味があるそうです。細い紐を抑えることが

大変だったそうですが、努力の甲斐もあり家族の方も喜ばれていたそうです。日

頃の感謝を込めてプレゼントすることは良いものですね。（作業療法士・大久保）

～リハビリ豆知識や患者さんの日々の活動をお届け～

「ミサンガ」

レディースドックが再開しました 健康友の会
第14回グランドゴルフ大会2018年4月より、レディースドック（単独のみ）が

実施できるようになりました。受診希望の方は、完

全予約制になりますので健康管理センターまでお

問い合わせください。

検査実施日 毎週木曜日（13：30～16：00）
検 査 項 目

【30歳以上の方】乳房触診・マンモグラフィー・乳
腺超音波・子宮頸部細胞診・体部細胞診・婦人科超
音波 料金：9,720円
【30歳未満の方】 乳房触診・乳腺超音波・子宮頸部
細胞診・婦人科超音波 料金：5,400円

問合せ・ご予約は、健康管理センターまで

　　　　　　　☎0234-43-2424（直通）

レデ スド クが再開しまし
　

３
月
19
日（
月
）〜
22
日（
木
）の
４
日
間
、
当
院
に
て

毎
年
恒
例
の
「
医
学
生
と
看
護
学
生
と
薬
学
生
が
共
に
学

ぶ
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
「
チ
ー
ム
医
療
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
学
校
や
学
ぶ
分
野
が
異
な

る
学
生
さ
ん
達
が
一
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
チ
ー

ム
医
療
の
体
験
や
お
互
い
の
学
び
を
共
有
し
合
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

チ
ー
ム
医
療
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
医
療
教
育

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
も
あ
る
齋
藤
中
哉
医
師
を
中
心

に
、
木
村
憲
幸
外
科
部
長
や
清
野
光
理
整
形
外
科
部

長
、
看
護
師
、
薬
剤
師
ス
タ
ッ
フ
が
指
導
に
あ
た
り
、
参

加
学
生
さ
ん
が
共
に
チ
ー
ム
医
療
を
学
び
ま
し
た
。
今

回
は
、
あ
る
患
者
さ
ん
の
症
例
を
も
と
に
、
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
問
診
や
申
し
送
り
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
会

議
）、
病
状
説
明
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
実
施
。
最
終

日
に
は
チ
ー
ム
毎
に
立
て
た
看
護
や
処
方
計
画
を
発
表

し
ま
し
た
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
臨
床
現
場
や
準
夜

勤
勤
務
の
実
際
の
様
子
も
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

短
い
間
で
し
た
が
、
参
加
学
生
さ
ん
も
臨
場
感
の
あ

る
チ
ー
ム
医
療
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義

な
４
日
間
を
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。

～医学生と看護学生と薬学生が共に学ぶ～～医学生と看護学生と薬学生が共に学ぶ～

第11回 インタラクティヴセミナー 開催
３職種合同のチーム医療シミュレーション

学生一人一人の“知りたい”に応える臨床現場の見学・実習

申し送り 病状説明ロールプレイング

多職種の現場見学 準夜勤体験

看護・服薬指導計画

今年も各地から
参加学生さんが
集まりました。

開 催 日 平成30年５月21日（月）
　　　　　※小雨決行

競技開始 14：00～16：30
　　　　　（13：00受付、13：30開会式）

場　  所 前田野目グラウンドゴルフ場
　　　　　「ひだまり」集合
参加資格 健康友の会会員および病院職員
参 加 費 ３００円
申込方法 各地区役員または事務局へ参加
　　　　　費を添えてお申込みください。

員

加



２
０
１
８
年
5
月　

診
療
担
当
医
師
予
定
表

木 金 土火 2 水月 日3 4 5 6130

木 金 土火 9 水月 日11 128

木 金 土火 水 日1915 18

13

2016 17

7 10

月14

休
　
日

憲
法
記
念
日

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

休
　
日

休
　
日

内　　　　　　科　

呼 吸 器 内 科
総 合 診 療 科
緩 和 ケ ア 外 来

外　　　　　　科
　

脳 神 経 外 科

脊椎センター　せぼね外来

歯 科 口 腔 外 科

心 臓 セ ン タ ー
（循環器内科・心臓血管外科）

足と傷の外来・形成外科

整　形　外　科

皮 膚 科

泌　尿　器　科

午 前
夕 診

夕 診

午 前
夕 診
午 前
夕 診

午 前
午 後
夕 診
午 前
夕 診

午 前
夕 診

午 前
午 後

※山本/眞﨑/松田
※山本
-
-
-

木村/森
-
伊﨑
-
-

荒/安川
荒/安川
-

○循菊池/○心嶌田
-
-
清野
-
-
小池
小池

内　　　　　　科　

呼 吸 器 内 科
総 合 診 療 科
緩 和 ケ ア 外 来

外　　　　　　科
　

脳 神 経 外 科

脊椎センター　せぼね外来

歯 科 口 腔 外 科

心 臓 セ ン タ ー
（循環器内科・心臓血管外科）

リウマチ膠原病科

神 経 内 科
足と傷の外来・形成外科

整　形　外　科

皮 膚 科

泌　尿　器　科

物 忘 れ 外 来
精 神 科

午 前
夕 診

夕 診

午 前
夕 診
午 前
夕 診

午 前
午 後
夕 診
午 前
夕 診
午 前
午 後

午 前
夕 診

午 前
午 後

西島/内科医師
西邨
-
-
-

木村/吉澤
-
伊﨑
伊﨑
-

荒/安川
-

荒/安川
○循葉山/○心圓本

-
-
-
-
富樫
清野
-
-
-
-
-
-

内科医師
-
-
-
-
休診
-
若狹
-
東山
荒
-
-
-
-

六反田
-
高橋
-
早川
-
-
-
-
高橋
-

西邨/※西島
内科医師
-
-
-

森/張
-
伊﨑
伊﨑
-

荒/安川
荒/安川
-

○循菊池
○循菊池
-
-
-
休診
清野
-
-
-
-
-
-

※山本/眞﨑/松田
※山本
-
-
-

木村/森
-
伊﨑
-
-

荒/安川
荒/安川
-

○循菊池/○心嶌田
-
-
-
-
-
清野
-
小栗
牧野
牧野
-
伊藤

西邨/瀬角
-
-

※寺田
坂井

木村/坂井
木村
※伊﨑
-
-

荒/安川
荒/安川
-

○循茶谷/○心寺田
-
-
-
-
-
早川
大利
-
-
-
-
-

西邨/瀬角
-
-

※寺田
坂井

木村/坂井
木村
※伊﨑
-
-

荒/安川
荒/安川
-

○循茶谷/○心寺田
-
-
早川
大利
矢島
-
-

瀬角/西島
瀬角
-
-
-

張/平﨑
-
若狹
-

菅原/東山
荒/安川
-
-

○循菊池
-
-
岸本
-
-
清野
-
-
-
-
-
馬場

内　　　　　　科　

呼 吸 器 内 科
総 合 診 療 科
緩 和 ケ ア 外 来

外　　　　　　科
　

脳 神 経 外 科

歯 科 口 腔 外 科

午 前
夕 診

夕 診

午 前
夕 診
午 前
夕 診
午 前
午 後
夕 診

西島/長戸
西邨
-
-
-

木村/吉澤
-
伊﨑
伊﨑
荒/安川
-

荒/安川

内科医師
-
今井
-
-
休診
-
猿田
-
安川
-
-

西邨/※西島
内科医師
-
-
-

森/張
-
伊﨑
伊﨑
荒/安川
荒/安川
-

瀬角/西島
瀬角
-
-
-

張/平﨑
-
猿田
-

荒/安川
-
-

※山本/眞﨑/松田
※山本
-
-
-

木村/森
-
伊﨑
-

荒/安川
荒/安川
-

西邨/瀬角
-
-

※寺田
坂井

木村/坂井
木村
※伊﨑
-

荒/安川
荒/安川
-

木 金 土火 23 水月 日25 2622 2721 24

木 金 土火 30 水月 日

休
　
日

27 2829 2928 31

休
　
日

休
　
日

内　　　　　　科　

呼 吸 器 内 科
総 合 診 療 科
緩 和 ケ ア 外 来

外　　　　　　科
　

脳 神 経 外 科

脊椎センター　せぼね外来

歯 科 口 腔 外 科

心 臓 セ ン タ ー
（循環器内科・心臓血管外科）

リウマチ膠原病科
神 経 内 科
足と傷の外来・形成外科

整　形　外　科

皮 膚 科

泌　尿　器　科

物 忘 れ 外 来
精 神 科

午 前
夕 診

夕 診

午 前
夕 診
午 前
夕 診

午 前
午 後
夕 診
午 前
夕 診
午 後

午 前
夕 診

午 前
午 後

西島/長戸
西邨
-
-
-

木村/吉澤
-
伊﨑
伊﨑
-

荒/安川
-

荒/安川
○循葉山/○心圓本

-
-
-
富樫
清野
-
-
-
-
-
-

内科医師
-

呼吸器内科医師
-
-

外科医師
-
齊藤
-
菅原
荒
-
-
-
-
-
休診
-
休診
-
-
-
-
休診
-

西邨/※西島
内科医師
-
-
-

森/張
-
伊﨑
伊﨑
-

荒/安川
荒/安川
-

○循菊池/○心圓本
○心嶌田
-
-
富樫
清野
-
-
-
-
-
-

西邨/瀬角
-
-

※寺田
坂井

木村/坂井
木村
※伊﨑
-
-

荒/安川
荒/安川
-

○循茶谷/○心寺田
-
-
-
-
早川
大利
-
-
-
-
-

瀬角/西島
瀬角
-
-
-

張/平﨑
-
齊藤
-

菅原/東山
荒/安川
-
-

○循菊池
-
-
-
-
清野
-
-
-
-
-
-

内　　　　　　科　

呼 吸 器 内 科
総 合 診 療 科
緩 和 ケ ア 外 来

外　　　　　　科
　

脳 神 経 外 科

脊椎センター　せぼね外来

歯 科 口 腔 外 科

心 臓 セ ン タ ー
（循環器内科・心臓血管外科）

神 経 内 科
足と傷の外来・形成外科

整　形　外　科

皮 膚 科

泌　尿　器　科

物 忘 れ 外 来

午 前
夕 診

夕 診

午 前
夕 診
午 前
夕 診

午 前
午 後
夕 診
午 前
夕 診

午 前
夕 診

午 前
午 後

西島/長戸
西邨
-
-
-

木村/吉澤
-
伊﨑
伊﨑
-

荒/安川
-

荒/安川
○循葉山/○心圓本

-
-
富樫
清野
-
-
-
-
-

西邨/※西島
内科医師
-
-
-

森/張
-
伊﨑
伊﨑
-

荒/安川
荒/安川
-

○循菊池/○心圓本
○循菊池
-
富樫
清野
-
-
-
-
-

※山本/眞﨑/松田
※山本
-
-
-

木村/森
-
伊﨑
-
-

荒/安川
荒/安川
-

○循菊池/○心嶌田
-
-
-
清野
-
小栗
-
-
-

西邨/瀬角
-
-

※寺田
坂井

木村/坂井
木村
※伊﨑
-
-

荒/安川
荒/安川
-

○循茶谷/○心寺田
-
-
-
早川
大利
-
-
-
-

心 臓 セ ン タ ー
（循環器内科・心臓血管外科）

リウマチ膠原病科
神 経 内 科
足と傷の外来・形成外科

整　形　外　科

皮 膚 科

泌　尿　器　科

物 忘 れ 外 来
精 神 科

午 前
夕 診
午 前

午 前
夕 診

午 前
午 後

○循葉山/○心圓本
-
-
-
富樫
清野
-
-
-
-
-
-

-
-
-
高橋
-
早川
-
-

※三木
-
高橋
-

○循菊池/○心圓本
○心圓本
-
-
富樫
清野
-
-
-
-
-
-

○循茶谷/○心寺田
-
-
-
-
早川
大利
矢島
-
-
-
-

○循菊池/○心嶌田
-
-
-
-
清野
-
-

佐々木
佐々木
-
-

○循菊池
-
-
-
-
清野
-
-
-
-
-
-

◎※印の付いている医師は予約の
　患者さんのみの診察とさせて
　いただきます。

◎都合により担当医師が変更に
　なる場合がございます。

◎心臓センター診療科について
　○循は循環器内科、○心は心臓血管
　外科の略です。

◎オレンジ色のマスは 女性医師
　が担当 している枠です。

※山本/眞﨑/松田
※山本
-
-
-

木村/森
-
伊﨑
-
-

荒/安川
荒/安川
-

○循菊池/○心嶌田
-
-
-
-
清野
-
本田
牧野
牧野
-
馬場



医療法人徳洲会　庄内余目病院
〒999-7782 山形県東田川郡庄内町松陽 1-1-1
電　　　話 0234-43-3434㈹
ファックス    0234-43-3435
Ｅ-ｍａｉｌ amarumehp@tokushukai.jp
病院ホームページ  http://www.amarume-hp.jp
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　　   　●患者様の権利●
１. 人格とプライバシーを尊重される権利
２. 良質の医療を受ける権利
３. 説明を受ける権利
４. 自己決定の権利
５. 個人情報保護の権利
６. 診療情報の提供を受ける権利
７. 健康教育を受ける権利
８. 宗教的支援に対する権利

　　　　 ●基本理念●
生命を安心して預けられる病院
健康と生活を守る病院
地域に貢献する病院

院　長　寺田　　康

診療時間のご案内診療時間のご案内

●
今
月
の
特
別
外
来
●

内 科

総 合 診 療 科

外 科

整 形 外 科

皮 膚 科

脳 神 経 外 科

歯科口腔外科

泌 尿 器 科
心臓センター

神 経 内 科

呼 吸 器 内 科

午前診

9：00～12：00

ー

9：00～12：00

9：00～12：00

9：00～12：00

9：00～12：00

9：00～12：00

9：00～12：00

9：00～12：00

8：30～11：30

9：00～12：00

午後診

ー

ー

ー

ー

ー

ー

14：00～17：00

14：00～16：00

ー

ー

ー

予
　
約
　
制

夕　診

17：00～19：00

17：00～19：00

17：00～19：00

17：00～19：00

ー

17：00～19：00

16：00～19：00

ー

17：00～19：00

ー

ー

夕診は月・水・木・金曜日、水曜日の夕診は予約のみ

毎週火曜日、予約のみ

夕診は火曜日

火・土の午前診受付時間は11：30まで。夕診は火曜日、受付時間は18：30まで

火または水　受付時間は11：00まで

夕診は月・木曜日。火曜日は予約のみ 

午後診は毎週火～木曜日、夕診は月曜日

午後診は第１～４水曜日。第３土曜日は予約のみ

夕診は１階外来で木曜日

第２・３土曜日

第３・４土曜日

足と傷の外来・形成外科

DM（糖尿病）フットケア外来

歩 行 外 来

く つ 外 来

精 神 科

脊椎センター　せぼね外来

物 忘 れ 外 来

リ ウ マ チ 膠 原 病 科

緩 和 ケ ア 外 来

通 常 予 約

足と傷の外来・フットケア外来予約

歯 科 口 腔 外 科 予 約

診療科により診察曜日が異なることがあります。
ご確認ください。

毎週月・木曜日

毎週月・木・金曜日

第１・３・５木曜日

第２・４木曜日

第２・４水曜日、第２金曜日

第２・４金土曜日

第２・３土曜日

第２金曜日（13：30～16：00）、第２土曜日

毎週火曜日

℡ 0234-43-8021（予約センター）　

℡ 0234-43-3470（地域医療連携室）　

℡ 0234-43-3434（代表）　

平日 13：00～17：00

平日 13：00～17：00

月～木曜9：00～12：00、14：00～17：00　金・土曜 9：00～12：00

こう げん びょう

予約受付について

診療は・・・

土曜（午前）と平日の
夕方診療（19時まで）
も行っています。
（診療科により曜日が異なります）

尚、救急患者さんはい
つでも受付致します。

※

※予約外の方は内科医師以外の代診となる場合があります。

（循環器内科・心臓血管外科）

診察予約、予約の変更は下記までお電話ください。

電話番号 受付時間
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